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(論文内容の要旨)

本論文では,日本語の修辞構造解析とﾃｷｽﾄ自動要約について機械学習を応用

した幾つかの手法について提案と検討を行う.

修辞構造解析では,主として文の間の修辞的依存関係と修辞ﾀｲﾌﾟの同定問題を

とりあげる.ともに日経新聞を記事を用いて,人手で依存関係,ﾀｲﾌﾟをﾏ-ｸｱｯ

ﾌﾟしたﾃﾞ-ﾀをぺﾝﾁﾏ-ｸﾃﾞ-ﾀとして,確率的決定木を導入し,依存関係,ﾀ

ｲﾌﾟ同定の予測性能を調べる.また,ひとつの拡張として,決定木をﾗﾝﾀﾞﾑ生成

したｺﾐｯﾃｲﾍﾟ-ｽの能勤学習を提案する.

ﾃｷｽﾄ要約札その目標として要約とは直接関係のない外的ﾀｽﾀでの有効性

を目指す立場と内的ﾀｽﾀでの有劾性(つまり､人間なみの要約の生成)を目指す立

場がある.本論文では,それぞれの立場での要約ﾀｽｸを教師なしおよび教師あり

学習等,異った機械学習の観点でｱﾌﾟﾛ-ﾁするo

まず,外的なﾀｽｸとして本稿では文書検索を考える.これは,文書検索での有

効性が要約のよしあしを決めるという立場であり,要約とは,文章としての自然苫

より,元文書の主要な惰報を保持していればよいという考えかたが背後にある.本

稿ではMDLで若干拡張したｸﾗｽﾀﾘﾝｸﾞﾍﾞ-ｽの要約手法を提案し, BMIR-J2

と呼ばれる文書模索のﾍﾞﾝﾁﾏ-ｸﾃﾞ-ﾀで手法の有効性を検証する.

-方,内的ﾀｽｸとして,本稿では人手による重要文判定ﾃﾞ-ﾀを収集し,判定

ﾃﾞ-ﾀをﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞすることを考える.異体的には,確率的決定木をﾍﾞ-ｽにした

判定ﾃﾞ-ﾀを直接学習する手法と,判定ﾃﾞ-ﾀを全く参照しないﾀﾗｽﾀﾘﾝｸﾞに

基づく手法とを比較し,両者の精度と判定者間の-致度との関係を見る.

苫らに,本稿では,被験者判定の分布がﾄﾞﾒｲﾝに固有であることに着目して､分

布自体を直接統計的にﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞして要約の生成をおこなうことを考える.このｱ

ﾌﾟﾛ-ﾁでは,分布惜報のみを使って要約を生成するところに特徴がある.ﾍﾞﾝﾁ

ﾏ-ｸﾃﾞ-ﾀとして人手による重要文判定ﾃﾞ-ﾀを削→て, kNN, Naive Bayes,決

定木等,知讃集約型学習手法とﾊﾟﾌｵ-ﾏﾝｽの比較をおこなう.最後に,このｱ

ﾌﾟﾛ-ﾁが人手要約の大きな特徴である-敦性と不-致性を自然に義現できること
を示す.



(論文審査結果の要旨)

平成16年10月26日に開催した公聴会の結果を参考に平成16年11月26日に本博

士論文の審査を行った.以下のとおり,本博士論文は,提案者が独立した研究者と

して研究活動を統けていくための十分な素義を備えていることを示すものと認める.

野本忠司は,本博士論文において,磯械学習を用いた文書の修辞構造解析と文書

要約に問する研究を行い,種々の有用な知見を得るとともに,実用につながる有効

な結果を報告している.特に,次のような手法の提案と評価実験を行っている.

1.確率的決定木を用いて,人手で依存関係や修辞ﾀｲﾌﾟを付与したﾃﾞ-ﾀから修
辞構造解析規則を学習する方法を提案した.

2.少ない学習ﾃﾞ-ﾀでの学習を目指して,ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞの視点からｺﾐｯﾃｲ

ﾍﾞ-ｽの能動学習法を,学習器の視点から最小記述長原理やﾌﾞ-ｽﾃｲﾝｸﾞと

決定木学習の組合せによる手法を握案し,比較検討した.

3.機械学習を用いた簡域非限定の文書要約の種々の手法について握案と考察を

行った.特に,教師付き,およぴ,教師なしという視点から,手法と評価法を
握案した.

4･文書のﾄﾋﾟｯｸの多様性に注目した要約手法として,文のｸﾗｽﾀﾘﾝｸﾞに基

づく垂要文の選択法を, K-meanｸﾗｽﾀﾘﾝｸﾞと記述長最小原理の組合せと
いう手法により提案した.

5.文書要約の評価手法として,人手によって選択した重要文による手法だけで

なく,要約文書による文書検索の性能を客観的に沸るという新たな裾点を握案
し,その有効性を検証した.

6･特定の文書どとに重要文の出現する位置の分布が異夜ることを利用し,重要文

の分布を利用した要約文のための文抽出法を握案した.また,文讃のないよう

に深く入り込ま軌､この手法が,他手法に比較して遜色ない性能を達成するこ
とを示した.

その他にも機械学習に基づく様々な文書要約手法を提案し,比較検討したた本研

究は､独創性が高く,しかも実用的であり,自然言語処理の分野において高い責献
があると評価する.

よって､本論文は､博士(工学)の学位論文として価値あるものと認めるo


